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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名      広 島 市 立 戸 坂 小 学 校                     

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒７３２－０２２１ 

       広島県広島市東区戸坂出江二丁目１－１  

  E-mail  hesaka@e.city.hiroshima.jp  

  Website  http://cms.edu.city.hiroshima.jp/weblog/index.php?id=e0906         

  児童生徒数  男子 380 名   女子 343 名  合計 723 名 

        児童・生徒の年齢 ６歳 ～ １２歳  

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

（１）ユネスコスクールに関する取組 

平成 28年度は，①体育科を中心とした研究授業及び②国際理解教育の推進に

重点を置いた取組を行ってきた。 

 

①体育科を中心とした研究授業 

本年度，研究主題を－「批判」「伝達」「協力」に視点を当て，課題の解決に

むけて子どもたちがかかわり合う体育科授業づくり－とし，ESDでいうところの

「批判」「伝達」の力，「協力」の態度の育成を目指してきた。 

「ゲーム」及び「ボール運動」領域を中心にした授業研究では，ルールづく

りの学習を指導計画の中に明確に位置づけた。技能差に関わらず全員が楽しい

と感じるルールを子供たちが話し合う中で「批判」や「伝達」の力，「協力」の

態度の育成を図った。 

  
  

 ②国際理解教育の推進 

本校では持続可能な開発のための教育として主に国際理解教育に取り組んで

いる。総合の時間に国際理解教育を位置づけ，広い視野をもった子どもの育成

に取り組んでいる。 

国際理解教育の一環として，今年度からは，オーストラリア クイーンズラ

ンド州立ピンパマ小学校（Pimpama State School）との交流を行った。 

今年度，８月に本校の校長とピンパマ小学校長の間で，姉妹校の提携をし，

主に本校の第６学年児童とピンパマ小学校の第６学年児童との間で交流を行っ

た。ピンパマ小学校は日本語の授業が教育課程の中に位置づけられており，日

本の習慣や文化について興味を持っている児童が多い。 
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交流の主な目的は，「互いの多様な文化を知り，理解することで『共生の理念』

を培うこと」である。 

ピンパマ小学校との交流の初年度である平成２８年度は，第６学年において，

自分達の学校のことを紹介する DVDを作成し，交流を行った。 

 
学校の教室での授業や給食の様子，歌の紹介，掃除活動や休憩時間の活動な

どの様子を交流し，お互いの文化の違いや共通点を理解した。 

交流をする中で「違うところが多かった。オーストラリアの学校は楽しそう

だと思った。」，「オーストラリアの６年生が日本語で話しかけてくれることが嬉

しかった。」などといった感想を持ち，互いの文化について理解を深めることが

できた。 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

□ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


